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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月12日(2014.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの電解質と、
　少なくとも１つのカソード電極と、
　少なくとも１つのアノード電極と、
　前記１つ若しくは複数のカソード電極及び／若しくは前記１つ若しくは複数のアノード
電極の間、又は前記１つ若しくは複数のカソード電極及び／若しくは前記１つ若しくは複
数のアノード電極の上に配置された少なくとも１つのセパレータであって、前記セパレー
タは、好ましくは有機基板材料に塗布された層内に存在する、少なくとも１つの多孔性セ
ラミック材料を含んでおり、前記有機基板材料は、好ましくは不織ポリマーを含んでいる
か、又は不織ポリマーであるセパレータと、
　を有するリチウムイオンバッテリ用の電気化学セルであって、
　電解質と電極と１つ又は複数のセパレータとが、圧力抵抗性ハウジング内で気密に閉じ
込められており、前記ハウジング及び前記電気化学セルは、前記ハウジング内の圧力を減
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少させる手段、特にバースト装置、圧力調整弁、一方向弁、センターピン、マンドレル等
を備えておらず、
　前記カソード電極（基板及び活物質）の厚さと、前記アノード電極（基板及び活物質）
の厚さとがそれぞれ、３００μｍよりも小さく、好ましくは２００μｍより小さく、さら
に好ましくは１５０μｍよりも小さく、さらに好ましくは１００μｍよりも小さく、さら
に好ましくは５０μｍよりも小さいことを特徴とする電気化学セル。
【請求項２】
　前記ハウジングは、合わせホイル、特にラミネートホイルの形態で、特に「パウチセル
」又は「ティーバッグ」として、又はフレーム及びカバープレートを有するフレームセル
として、又は、鉢状部品を密に組み合わせたものとして、又は、これらのあらゆる任意の
組合せ若しくは変化形として構成されていることを特徴とする請求項１に記載の電気化学
セル。
【請求項３】
　前記カソード電極は少なくとも１つの基板を有しており、前記基板上に少なくとも１つ
の活物質が塗布又は堆積しており、前記活物質は、
（１）少なくとも１つのリチウム‐ポリアニオン化合物か、又は、
（２）少なくとも１つのリチウム‐ニッケル‐マンガン‐コバルト混合酸化物（ＮＭＣ）
であって、スピネル構造では存在していない混合酸化物、好ましくはLi[Co1/3Mn1/3Ni1/3
]O2であり、Ｌｉ、Ｃｏ、Ｍｎ、Ｎｉ、Ｏの割合はそれぞれ＋／－５％の範囲で変化して
も良い混合酸化物か、又は、
（３）スピネル構造では存在していないリチウム‐ニッケル‐マンガン‐コバルト混合酸
化物（ＮＭＣ）と、スピネル構造のリチウム‐マンガン酸化物（ＬＭＯ）との混合物か、
又は、
（４）（１）及び（２）の混合物、若しくは（１）及び（３）の混合物、を含有している
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の電気化学セル。
【請求項４】
　前記カソード電極のための前記基板が金属材料、特にアルミニウムを含んでおり、前記
基板は、５μｍから１００μｍ、好ましくは１０μｍから７５μｍ、さらに好ましくは１
５μｍから４５μｍの厚さを有しており、及び／又は、前記アノード電極のための前記基
板が金属材料、特に銅を含んでおり、前記基板は、５μｍから１００μｍ、好ましくは１
０μｍから７５μｍ、さらに好ましくは１５μｍから４５μｍの厚さを有していることを
特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項５】
　前記カソード電極（基板及び活物質）の厚さと、前記アノード電極（基板及び活物質）
の厚さとがそれぞれ、３００μｍよりも小さく、好ましくは２００μｍより小さく、さら
に好ましくは１５０μｍよりも小さく、さらに好ましくは１００μｍよりも小さいことを
特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項６】
　前記１つのセパレータ／前記複数のセパレータの厚さが、２μｍから５０μｍ、好まし
くは５μｍから２５μｍであることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の
電気化学セル。
【請求項７】
　前記電極及び前記セパレータが、好ましくはそれらの内それぞれ少なくとも２０個ずつ
が、ばらばらのシートとして請求項５又は６に記載の層厚で存在し、[…]‐カソード電極
‐セパレータ‐アノード電極‐セパレータ‐カソード電極‐[…]の順番で交互に堆積し、
及び／又は、ラミネート加工されていることを特徴とする請求項５又は６に記載の電気化
学セル。
【請求項８】
　前記電解質と接触するカソード及び／又はアノードの活物質が、前記セパレータの多孔
性セラミック材料を、前記活物質に添加された粒子の形態で含んでいることを特徴とする
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請求項１から７のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項９】
　前記電気化学セル内に存在する前記電解質の少なくとも５０％、好ましくは少なくとも
７０％、さらに好ましくは少なくとも９０％は、前記セパレータの多孔性セラミック材料
によって受容されていることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の電気化
学セル。
【請求項１０】
　前記カソード電極及び／又は前記アノード電極の前記活物質が、前記セパレータの前記
多孔性セラミック材料を、それぞれ前記カソード電極又は前記アノード電極の前記基板上
に塗布される材料の総重量に関連して、１重量％から５重量％まで、さらに好ましくは１
重量％から２．５重量％までの重量比で含んでいることを特徴とする請求項８又は９に記
載の電気化学セル。
【請求項１１】
　各電極は基板を有しており、各基板は前記電気化学セルの内部から熱を排出するために
用いられることを特徴とする請求項１から１０のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１２】
　前記セパレータには、片面又は両面に、ポリエーテルイミドがコーティングされている
ことを特徴とする請求項１から１１のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１３】
　前記セラミック材料は、少なくとも１つの金属イオンの酸化物、リン酸塩、硫酸塩、チ
タン酸塩、ケイ酸塩、アルミノケイ酸塩、又はホウ酸塩の群から選択されていることを特
徴とする請求項１から１２のいずれか一項に記載の電気化学セル。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の電気化学セルの、リチウムイオンバッテリ内
における、電動工具を運転するための使用、及び、車両を駆動するための使用、特に完全
若しくは専ら電気によって駆動される車両、又はいわゆる「ハイブリッド」駆動の車両、
すなわち内燃機関若しくは燃料セルと共に駆動される車両を駆動するための使用、並びに
、バッテリの定置利用における使用。
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